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φ研究背景
真空管からトランジスタ そして大規模集積回路 （LSI）へと進化してきた集積回路の歴史から
も伺えるが、有機 半導体分野でも最終的な集積回路は団体状態デバイス （SSD）の形態が理想的
だと考えられる。 まさに、ディスプレイがブラウン管から液品 （LC D） そして、有機 ELヘシフ
トする様は、必然性であるかのように感じられる。 しかし、有機 ELなどの有機 半導体の歴史
は、 まだまだ浅く解明されていない原理原則、 物性などが多い。 また、 コマーシャライズす
るためには、 寿命などの信頼性向上が不可欠である。 我々は、 自己整合技術を駆使し有機デ
バイスの集積化とフレキシブル化を目指し、 理想的な有機 SSD構造を目指す。
・自己整合構造技術による微細領域発光色変換構造有機EL素子
有機 EL素子の正面への光取出し効率は蛍光材料を用いた場合、 3/4は様々な過程を経て失
活し、 残りの 114の一部は横方向などへ伝搬してしまうため最終的に 5%程度になると議論さ
れてきた。 我々は、 正面以外に伝搬してしまう光を励起光源とみなし、 この波長よりも低エ
ネルギ一波長を持つ光へと変換する手法として微細領域発光色変換構造を提案した。 本構造
によれば複数色を電流注入と光励起によって得られ演色性の高い光源ヘ応用が期待される。
構造概念 図を 図 1に示す。 本検討では、 古典的な光学計算を用いて 170µm径の発光ドット外
周約lOµmエリアに発光伝搬を見積もった。 実デバイスでは、 光散乱等の影響もあり計算値
よりも広い範囲での光伝搬を確認した。
（的二領域発光 (b）発光色変換
図 1 : 微細領域発光色変換構造
．自体封止構造を持つ両面有機ELマトリックスパネル
有機 ELディスプレイは、一般的に中空封止構造が採用されている。 有機 ELの封止が完全
国体化されていない理由として、 有機薄膜を水分や酸素からの保護能力または、 封止部材に
よる有機薄膜へのダメージを完全に抑えられていない為である。 本検討では、 二つの電極付
き有機薄膜基板と両面に電極を持つ基板の三種を貼り合わせ、 素子の作製と封止を同時に行
うプロセスを検討した。 プロセスとデバイスの概略を 図 2 に示す。 本手法では、 保護膜や乾
燥剤を用いることなく、有機 EL素子を構成する部材のみで封止まで組み込んでいる。 したが
って、 接着剤に含まれる溶媒などによる有機 材料の劣化や分解を抑制し素子特性を劣化させ
ずに完全国体封止を実現している。 今後の展開として、 中空封止との 比較検討し更なる信頼
性向上を目指す。
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図 2: 固体封止構造を持つ両面有機 ELマトリックスパネル
・有機アモルファス薄膜絶縁材料をゲート絶縁膜に用いた有機薄膜トランジスタ
8悦翁めn
有機デバイスを集積化する為には、 良好なフラット面が望ましい。 有機薄膜トランジスタ
をバックプレーンとして用いる場合、 ゲート絶縁膜や層間絶縁膜をフラットに堆積できる技
術として化学気層成長 （CVD）法がある。 本研究では、 CVD法を用い、 CH4とH2ガスを原料に
Diamond Like C arbone(DLC)薄膜を堆積し、 ゲート絶縁膜に用いた。 DLC薄膜は、 比誘電率が
2-3程度と低い為、層間絶縁膜としても優れている。 図 3に静特性を示す。 チャネル長とチャ
ネル幅は、 それぞれ 0.5、 Immである。 ゲート絶縁膜は、 250nmとした。 DLC薄膜の平坦性
(RMS）は、H2を添加することで 0.8nmから 0.4nmヘ向上した。 また、H2を添加により、薄膜
の絶縁性も向上した。
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図 3：試作した有機薄膜トランジスタの静特性
· R. Satoh et al.: Jpn. J. Appl. Phys. 50 (2011) 01 BC09. 
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－特願2010-140925 ：有機EL素子の製造方法， およびその製造方法によって製造された有機EL素子
・特願2010-174882：フォトダイオードアレイ、 およびフォトダイオードアレイの製造方法
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